





































摂南大学看護学研究, Vol.1, No.1, 2013
て自らの課題をもって研究を展開し、看護学を追究しています。その研究成果は生きた教材となって教育に
還元され、学生にとってこのうえない刺激となるとともに、知識と実践とのつながりを学ぶことができます。
一人ひとりの教員の姿が、私たちが目指す科学的な裏づけをもった看護学の実践に通じるものとなるのです。
すなわち、研究は教育に良い影響を与え、教育がさらに教員の研究意欲にもつながるといった向上の循環を
生むのが大学の看護教育だといえます。
このたび発刊される紀要は、摂南大学看護学部の教員が研究成果を公表する貴重な機会となるものです。
社会の評価を得て、教員が研究者として成長し、地域や社会に貢献できることは、大学の教育と研究にとっ
て大きな意義をもっています。紀要の発刊が、今後、教員と学生が地域社会とともに成長するために役立ち、
さらに摂南大学看護学部の発展にもつながることを期待しています。
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